
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回定例会での党区議団の質問 

2023 年 12 月 20 日 №172 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞 2023 年 12 月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

き
取
り
を
行
い
、
既
存
施
設
の
暫
定
的

な
利
用
、
空
き
家
活
用
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
に
よ
る
居
場
所
活
動
も
含
め
、
０

～
１
８
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。 

 

区
は
、
「
地
域
の
方
々
の
意
見
を
、

意
見
交
換
会
な
ど
で
丁
寧
に
聴
取
す

る
。
意
見
交
換
会
は
実
施
し
な
い
地
域

で
も
、
地
域
の
方
々
の
求
め
が
あ
る
場

合
は
、
別
途
意
見
交
換
す
る
場
を
工
夫

し
て
設
定
す
る
」
「
来
年
度
策
定
予
定

の
基
本
方
針
の
中
で
、
子
ど
も
の
居
場

所
の
今
後
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す

る
。
現
時
点
で
は
暫
定
的
な
居
場
所
の

整
備
等
は
考
え
て
い
な
い
が
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
、
既
存
の
施
設
や
空
き
家
活

用
の
視
点
は
、
検
討
の
際
の
参
考
と
す

る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。 

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
小
中
高

校
就
学
中
の
障
害
児
に
対
し
て
、
放
課

後
や
夏
休
み
等
の
長
期
休
業
中
に
、
生

活
能
力
の
向
上
の
た
め
の
訓
練
等
を

継
続
的
に
提
供
し
、
成
長
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
放
課
後
等
の
居
場
所
づ
く

り
を
行
う
事
業
で
す
。
ま
た
、
働
く
保

護
者
の
支
援
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

１
２
月
６
日
に
閉
会
し
た
第
４
回
定
例
会
で
、
党
区
議
団
の
小
池
議
員
と
酒

井
議
員
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

岸
本
区
政
で
児
童
館
の
全
館
廃
止
方
針
は
ス
ト
ッ
プ
へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲天沼児童館（廃止予定はありません） 

X（旧 Twitter）ID 
 

現
在
、
区
内
に
は
２
４
カ
所
の
事

業
所
が
あ
り
ま
す
が
、
他
区
と
比
べ

る
と
少
な
い
現
状
で
す
。 

 

保
護
者
か
ら
は
「
通
所
の
日
数
を

増
や
し
て
」「
障
害
の
状
態
で
学
童
ク

ラ
ブ
に
は
行
け
な
い
。
週
５
日
に
し

て
欲
し
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

事
業
所
職
員
か
ら
は
「
待
機
者
が
い

つ
も
３
０
～
４
０
人
い
る
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

酒
井
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
も
再
三

に
わ
た
り
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
所
を
増
や
す
よ
う
求
め
て
き
ま

し
た
。
岸
本
区
政
の
も
と
、
実
行
計
画

(

案)

に
「
区
内
の
事
業
所
が
不
足
し

て
い
る
た
め
新
規
開
設
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
事
業
所
が
事
業
継
続
で

き
る
よ
う
運
営
を
支
援
」
と
明
記
さ

れ
た
こ
と
は
重
要
で
、
区
に
具
体
的

な
支
援
の
内
容
を
問
い
ま
し
た
。 

 

区
は
「
重
症
心
身
障
害
児
を
対
象

に
し
た
施
設
で
は
、
従
来
の
人
件
費

の
補
助
に
加
え
新
た
に
賃
借
料
の
補

助
を
行
う
。
ま
た
、
主
に
知
的
障
害
者

を
対
象
と
し
て
い
る
、
国
の
人
員
基

準
以
上
に
職
員
を
配
置
し
手
厚
い
支

援
を
行
っ
て
い
る
所
へ
は
運
営
費
の

補
助
を
行
い
、
開
設
促
進
と
安
定
し

た
事
業
継
続
へ
の
支
援
を
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。 

 

前
区
政
の
も
と
、
住
民
や
子
ど
も

た
ち
の
意
見
は
無
視
さ
れ
、
区
立
施

設
の
統
廃
合
が
強
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
岸
本
区
政
に
変
わ
り
、
施
設
の

今
後
に
つ
い
て
は
計
画
策
定
の
プ
ロ

セ
ス
を
見
直
す
こ
と
が
表
明
さ
れ
、

児
童
館
全
館
廃
止
方
針
に
つ
い
て
も

事
実
上
ス
ト
ッ
プ
と
い
う
方
針
転
換

が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
で
す
。 

来
年
度 

基
本
方
針
で 

方
向
性
を
明
ら
か
に 

小
池
議
員
は
、
児
童
館
が
地
域
社

会
に
あ
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
す
で
に
児
童
館

が
廃
止
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、

住
民
か
ら
丁
寧
に
現
状
や
要
望
の
聞

き
取
り 



   

自転車の交通ルールとマナーを学ぼう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨
年
の
杉
並
区
長
選
を
テ
ー
マ
に

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
〇

月
〇
日
、
区
長
に
な
る
女
。」
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
来
春
早
々
、
ポ
レ
ポ

レ
東
中
野
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
と
な
り

ま
す
。
１９
日
付
の
赤
旗
日
刊
紙
に
は
、

監
督
の
ぺ
ヤ
ン
ヌ
マ
キ
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

岸
本
さ
ん
の
区
長
選
で
の
宣
伝
や

集
会
で
は
毎
回
カ
メ
ラ
を
回
し
て
取

材
を
し
て
い
た
女
性
監
督
で
、
な
ん

と
こ
の
映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
は

私
の
名
前
も
出
る
そ
う
で
す
！ 

    

何
人
か
の
方
に
こ
の
作
品
の
こ
と

を
話
し
て
お
勧
め
し
た
ら
、「
楽
し
み

で
す
ね
！
」「
観
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」
「
さ
ら
に
杉
並
区
が
注

目
さ
れ
ま
す
ね
！
」
な
ど
の
反
応
が
。 

市
民
の
立
場
で
頑
張
る
素
敵
な
女

性
首
長
が
他
自
治
体
に
も
現
れ
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
で
す
。
先
の
江
東

区
長
選
挙
で
も
野
党
共
闘
の
若
い
女

性
候
補
者
が
頑
張
る
姿
が
。
ま
た
、
２

４
日
は
お
隣
の
武
蔵
野
市
の
市
長
選

挙
の
投
票
日
。
松
下
市
政
を
引
き
継

ぐ
笹
岡
裕
子
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

郵便振替 口座番号  

００１７０－９－１４０３２１ 

加入者名  

日本共産党災害募金係 

通信欄に[ガザ募金]と記載のこと。 

ガザ人道支援募金 
にご協力をお願いします。 

と

複線シールド工法の検討
署名にご協力を！ 

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の

４
月
か
ら
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。
杉
並
区
は
来
年
の
３
月
ま
で
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
の

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

杉
並
区
が
講
習
会
を
開
催 

来
春
か
ら
、
区
が
自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
正
し
い
着
用
方
法
や
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
講
習
と

実
技
を
学
ぶ
「
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
促
進
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

当
日
は
荻
窪
警
察
署
員
な
ど
が
講

師
を
務
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ベ
ス
ト
が

貸
し
出
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
井
草
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
で
す
の
で
、
お
近
く
の

方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

住民連絡会は２月の都議会での審

議に向け、引き続き署名に取り組

んでいます。みなさんのご協力を

お願いします。ご連絡くだされば

署名用紙をお届けします。 

募金は全額を

国連児童基金

(ユニセフ)に

届け、ガザの

人々への支援

に充てます。 

５
千
円
の
購
入
割
引
が 

講
習
会
終
了
後
、
区
内
の
販
売
協

力
店
で
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
５

千
円
引
き
で
購
入
で
き
る
「
受
講
証
」

と
「
購
入
助
成
申
込
書
（
講
習
受
講
者

用
）」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
通
常
の
助

成
金
額
は
３
千
円
で
す
の
で
、
こ
の

講
習
会
を
受
講
さ
れ
て
か
ら
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
購
入
す
る
と
安
く
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

区主催の講習会の概要 

開催日 2024 年２月１０日(土) 

開催時間 午前・９時半～正午まで 

     午後・１時半～４時まで 

開催場所 井草地域区民センター 

対象（各 25 名、託児あり） 

午前・区内在住の 18 歳以上で子ど

もの送迎に自転車を利用してい

る方 

午後・区内在住 18 歳以上の方 

費用 無料 

持ち物 自転車 

申込 右の二次元コード 

から 2024 年１月９日ま 

でに申し込んでください。 

問合先 杉並土木事務所交通安全係 

電話 03-3315-4178 

 

 

▲私も買いました！ 


